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「
川
上
の
空
」

山
の
葉
の
そ
よ
ぎ
の
音
と

　
松
蟬
と

　
　
聽
き
わ
き
が
た
し
。

　
　
　
山
に
滿
ち
つゝ

『
水
の
上
』

釈
　
迢
空
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夏
越
の
大
祓
が
6
月
30
日
、渋
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
神
殿
で
執
行
さ
れ
た
。

佐
栁
正
三
理
事
長
、針
本
正
行
学
長

を
は
じ
め
役
教
職
員
ら
が
参
列
し
、

半
年
間
の
罪
穢け

が

れ
を
祓は
ら

い
清
め
た

＝
写
真
。

　

大
祓
は
、毎
年
6
月
と
12
月
の
年

2
回
、宮
中
を
は
じ
め
全
国
各
地
の

神
社
で
行
わ
れ
、日
常
を
過
ご
す
な

か
で
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯

し
た
罪
や
過
ち
、
心
身
の
穢
れ
を

祓
い
清
め
る
神
事
。
大お

お
は
ら
え
の
こ
と
ば

祓
詞
を

奏
上
し
、人ひ

と
が
た形
と
呼
ば
れ
る
人
の
形

に
切
っ
た
白
紙
で
体
を
撫な

で
て
罪

穢
れ
を
移
し
、和
紙
と
麻
を
細
か
く

切
っ
た
切き

り
ぬ
さ麻
な
ど
で
心
身
を
祓
い

清
め
、無
病
息
災
を
祈
る
。

　

本
学
で
は
毎
年
、大
祓
に
際
し
て

事
前
に
渋
谷
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
の
両

キ
ャ
ン
パ
ス
で
人
形
と
切
麻
を
頒

布
し
て
い
る
。
在
学
生
を
は
じ
め
と

し
た
希
望
者
が
自
宅
等
で
お
祓
い

に
用
い
た
人
形
も
参
列
者
の
人
形

と
と
も
に
祓
い
清
め
ら
れ
た
。

　

く
ら
が
り
の
天
地
に
ひ
ゞ
く
花
火
哉（
正
岡
子

規
）／
夏
の
風
物
詩
と
言
え
ば
花
火
大
会
が
浮
か

ぶ
。
花
火
の
ル
ー
ツ
を
探
る
と
江
戸
時
代
の「
水
神

祭
」ま
で
遡

さ
か
の
ぼ

る
。
花
火
は
人
々
の「
祈
り
」を
こ
め

た
も
の
で
あ
り
、そ
こ
に
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
性
は
な
か
っ
た
▼
日
本
三
大
花
火
大
会
と
言

え
ば
全
国
花
火
競
技
大
会（
秋
田
県
・
大
曲
）、土
浦

全
国
花
火
競
技
大
会（
茨
城
県
・
土
浦
）、長
岡
ま
つ

り
大
花
火
大
会（
新
潟
県
・
長
岡
）を
指
す
。
テ
レ
ビ

中
継
さ
れ
る
ほ
ど
人
気
の
隅
田
川
花
火
大
会
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。
日
本
三
大
花
火
大
会
は
職
人
に

よ
る「
競
技
性
」が
選
定
基
準
と
な
っ
て
お
り
、隅

田
川
は「
歴
史
的
都
市
型
」花
火
大
会
と
位
置
付
け

ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
異
色
の
も
の
と
し
て
は

一
九
五
二
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
熱
海
海
上
花

火
大
会
が
あ
り
、年
10
回
以
上
開
催
さ
れ
て
い
る
▼

花
火
職
人
は
、経
験
や
実
務
・
実
作
業
を
通
じ
て
自

身
の
中
に
蓄
積
さ
れ
た
知
識
、つ
ま
り「
経
験
知
」を

継
承
し
て
い
く
。「
経
験
知
」は
暗
黙
知
に
分
類
さ

れ
る
コ
ツ
、ノ
ウ
ハ
ウ
と
い
う
知
恵
と
換
言
で
き
よ

う
。
こ
れ
は
身
体
的
・
感
覚
的
な
知
識
や
洞
察
、つ

ま
り
主
観
的
で
あ
り
、第
三
者
に
伝
え
る
こ
と
が
困

難
と
も
さ
れ
る
。
し
か
し
現
代
で
は
、情
報
処
理
技

術
の
進
展
に
よ
り
、あ
る
程
度
は
言
語
化
し
て
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
る
ら

し
い
。
こ
の
よ
う
に「
形
式
知
」に
転
換
す
る
こ
と

に
よ
り
継
承
の
断
絶（
属
人
化
）を
防
ぐ
。
既
に
花
火

の
打
ち
上
げ
に
際
し
て
は
、伝
統
的
な
技
術
で
作
ら

れ
た
花
火
玉
を
Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ
ル
制
御
と
い
う
技

術
と
融
合
さ
せ
て
打
ち
上
げ
て
い
る
▼
道
の
駅「
な

が
お
か
花
火
館
」に
は
長
岡
花
火
を
音
と
映
像
に
よ

り
体
験
で
き
る
ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
伝
統
と
最
新
の
技
術
と
の
融
合
に
よ
る
、永

続
的
な
日
本
文
化
の
継
承
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

み
は
る
か
す
も
の

心
身
の
罪
穢
れ
を
祓
い
清
め
る

夏
越
の
大
祓

　

人
生
は
試
練
、い
や
、試
験
の
連

続
だ
。
学
校
教
育
の
な
か
で
受
け

て
き
た
数
々
の
試
験
も
、就
職
に

あ
た
っ
て
の
採
用
試
験
も
、わ
た

し
た
ち
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の

〝
テ
ス
ト
〟に
身
を
投
じ
、そ
の
結

果
と
し
て「
選
抜
」と「
配
分
」が

な
さ
れ
、社
会
的
な
立
ち
位
置
を

決
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、そ
こ

で
見
い
だ
さ
れ
て
い
る
の
は
、本

当
に
わ
た
し
た
ち
個
人
の
能
力
な

の
だ
ろ
う
か
？

　

戦
後
日
本
の
教
員
採
用
試
験
と

い
う
テ
ー
マ
を
通
じ
て
、こ
う
し

た
謎
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

前
田
麦
穂
・
人
間
開
発
学
部
初
等

教
育
学
科
准
教
授
だ
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
見
え
て
く
る
の
は
、教

育
社
会
学
の
観
点
で
見
え
て
く
る
、

試
験
と
い
う
し
く
み
の
不
思
議
さ

か
も
し
れ
な
い
。

　

近
年「
教
員
不
足
」が
叫
ば
れ
、

教
員
採
用
試
験
の
制
度
改
革
も
進

ん
で
い
る
─
─
と
い
う
の
が
一
般

的
な
常
識
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、『
戦
後
日
本
の
教
員
採
用　

試

験
は
な
ぜ
始
ま
り
普
及
し
た
の
か
』

（
晃
洋
書
房
、令
和
5〔
2
0
2
3
〕

年
）と
い
う
単
著
を
も
つ
前
田
准
教

授
の
目
線
か
ら
す
れ
ば
、そ
れ
は

戦
後
日
本
の
教
育
制
度
に
お
い
て

一
貫
し
て
見
い
だ
さ
れ
る
問
題
だ
。

　

前
田
准
教
授
の
関
心
の
あ
り
ど

こ
ろ
を
踏
ま
え
て
、後
半
は
教
員

採
用
試
験
の
奥
深
さ
へ
と
一
気
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
く
。
教
員
養

成
や
教
育
実
践
を
め
ぐ
る
研
究
は

数
多
く
あ
れ
ど
、教
員
志
願
者
が
教

壇
へ
立
つ
べ
く
挑
む
教
員
採
用
試

験
に
は
、深
掘
り
さ
れ
る
べ
き
論
点

が
数
多
く
眠
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

4
・
5
面
に
続
く

人間開発学部 初等教育学科

前田麦穂 准教授

試験とはなんだろう？

聞
く

研
究
者
に
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　たまプラーザキャンパスで学ぶ人間開発学部、観光
まちづくり学部の学生を対象とした国学院大学博物館
見学会が、6月19日に開催された。
　通常開館終了後、約30人の学生が博物館に集い、
見学会を開始した。常設展の「考古展示室」を深澤太
郎・研究開発推進機構教授が担当し、「神道展示室」
を大東敬明・同教授が、「校史展示室」を渡邉卓・同
准教授がそれぞれ担当し、展示解説を行った。
　その後、参加者たちは自由に館内を見学。教員に積
極的に質問したり、学芸員から展示の工夫について話
を聞いたりしながら、熱心に展示を鑑賞した。

たまプラーザキャンパスの学生を
対象に国学院大学博物館見学会を実施

　国学院大学久我山中学校の生徒らが職場見学のた
め6月10日、渋谷キャンパスを訪れた。中学からのキャ
リア教育に力を入れている同校では、約20年前から特
別教育活動を行っており、その一環として生徒が企業
や団体の職場を訪問し、現場で働く人から直接話を聞
く機会を設けている。
　当日は同校女子部に在籍する中学2年生18人が来
校。キャリアサポート課および教務課の職員から、日々
の業務内容について説明を受け、大学職員の仕事につ
いて理解を深めた。続いて、管財課の職員による案内
で有栖川宮記念ホールを見学。学生食堂で昼食をとっ
た後、本学博物館に移り、学芸員から博物館の管理運
営に関わる業務について説明を受け、最後は学芸員の
案内で館内を見学した。

　国学院大学博物館は７月７日から９月13日までの期
間で企画展「秀吉兄弟とその時代—『秀』の一族の
“覇気”—」を開催している。
　今回の企画展ではＮＨＫ大河ドラマで人気を博して
いる豊臣秀吉・秀長兄弟やその係累、名前に「秀」の
字を与えられた武将たちを含めた「一族」に注目した展
示となっている。重要文化財の久我家文書や、吉田家
文書等の本学図書館所蔵資料のほか、泰

たいがん
巖歴史美術

館（東京都町田市）所蔵の、秀長が「長秀」と名乗って
いた時期に記した書状（8月9日まで展示）など、貴重な
豊臣関連史料を展示する。
　なお同企画展の解説動画はＹｏｕＴｕｂｅ「オンライン
ミュージアム」で８月１日より配信する予定。

久我山中学の生徒が
国学院大学職員の仕事を学ぶ

　

渋
谷
区
図
書
館
連
携
事
業
の
講
演
会「
秀

吉
兄
弟
と『
秀
』の
一
族
」が
７
月
９
日
、渋
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、令
和
４（
２
０
２
２
）年
３

月
に
地
域
住
民
か
ら
惜
し
ま
れ
つ
つ
閉
館
し

た
渋
谷
区
立
渋
谷
図
書
館
が
、令
和
10
年
度
に

本
学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
隣
の
渋
谷
区
立
広
尾

中
学
校
敷
地
内
へ
新
図
書
館
と
し
て
新
設
さ

れ
る
こ
と
を
受
け
、本
学
と
渋
谷
区
図
書
館
が

連
携
し
、新
図
書
館
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

「
知
」の
核
と
な
る
よ
う
協
働
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、令
和
７
年
度
に
始
ま
っ
た
事
業
で

あ
る
。

　

今
回
は
、本
学
博
物
館
で
開
催
中
の
企
画
展

「
秀
吉
兄
弟
と
そ
の
時
代
―『
秀
』の
一
族
の

〝
覇
気
〟―
」の
監
修
を
行
っ
た
矢
部
健
太
郎
・

文
学
部
教
授
が
講
師
を
務
め
、渋
谷
区
内
の
在

住
・
在
学
・
在
勤
者
ら
が
参
加
し
た
＝
写
真
。

　

矢
部
教
授
は
冒
頭
、豊
臣
秀
吉
と
比
べ
て
弟

の
秀
長
に
関
す
る
史
料
が
少
な
い
こ
と
を
指

摘
。
そ
れ
ら
の
史
料
を
含
め
関
連
す
る
書
状

や
記
録
を
丁
寧
に
読
み
解
き
な
が
ら
、秀
長

の
人
物
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。
天
正
13

（
１
５
８
６
）年
の
天
正
大
地
震
に
際
し
、秀

吉
・
秀
長
兄
弟
が
同
一
人
物
に
宛
て
た
書
状
を

例
に
挙
げ
、そ
の
内
容
の
違
い
を
説
明
し
、従

来
の
イ
メ
ー
ジ
通
り
、兄
弟
の
性
格
は
異
な
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
だ
後
半
で
は
、古
記
録
や
古
文

書
類
の
精
査
に
よ
っ
て
判
明
し
た
、豊
臣
秀
吉

を
め
ぐ
る
政
権
構
造
に
つ
い
て
解
説
。
一
族
の

み
な
ら
ず
、偏へ

ん

諱き

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
集
合

体
の
存
在
に
着
目
し
て
、秀
吉
兄
弟
没
後
も
次

世
代
の
体
制
を
維
持
す
る
構
想
が
あ
っ
た
と

詳
述
す
る
と
、参
加
者
た
ち
は
大
き
く
う
な
ず

き
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

講
演
終
了
後
、多
く
の
参
加
者
が
、泰た

い

巖が
ん

歴

史
美
術
館
所
蔵
の
貴
重
な
豊
臣
秀
長
関
連
資

料
や
、講
演
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
資
料
を
確
認

し
よ
う
と
、足
早
に
本
学
博
物
館
の
企
画
展
へ

向
か
っ
た
。

渋
谷
区
図
書
館
連
携
事
業
講
演
会

「
秀
吉
兄
弟
と『
秀
』の
一
族
」

　

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
究
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
第
16
回
観
光
ま
ち

づ
く
り
カ
フ
ェ
が
6
月
24
日
、た
ま
プ
ラ
ー
ザ

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、学
生
や
教
職
員
、一
般

の
参
加
者
な
ど
約
50
人
が
集
ま
っ
た
＝
写
真
。

　

こ
の
催
し
は
、各
地
で
観
光
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
専
門
家
と
と
も
に
観
光
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
場
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
回

は
、暇ひ

ま

と
梅う
め

爺じ
ぃ

株
式
会
社
代
表
取
締
役
の
後
藤

大
輝
氏
を
招
き
、「
起
業
と
ア
ー
ト
で
生
か
す
東

京
長
屋
〜
空
き
家
再
生
・
防
災
と
の
両
立
と
共

に
」を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
。

　

第
1
部
は
後
藤
氏
が
墨
田
区
京
島
で
の
取
り

組
み
の
事
例
を
中
心
に
講
演
。
建
て
替
え
や
都

市
の
再
開
発
に
よ
っ
て
古
い
長
屋
が
失
わ
れ
て

い
く
課
題
に
対
し
、長
屋
や
空
き
家
を
借
り
受
け

て
改
修
し
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
若
者
に
貸
し
出
す

「
中
間
大
家
」と
し
て
の
活
動
や
、町
全
体
を
舞

台
に
し
た
芸
術
祭「
す
み
だ
向
島
E
X
P
O
」を

紹
介
し
た
。
古
い
建
物
の
活
用
を
め
ぐ
る
建
築
・

防
災
基
準
な
ど
行
政
と
の
課
題
に
も
触
れ
、住
民

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
実
質
的
な
防
災
に
つ

な
が
る
と
の
考
え
や
、ビ
ジ
ネ
ス
・
教
育
・
ア
ー

ト
を
連
携
さ
せ
た
持
続
可
能
な「
エ
コ
シ
ス
テ

ム
」構
築
へ
の
展
望
を
語
っ
た
。

　

第
2
部
で
は
、同
学
部
の
椎
原
晶
子
教
授
が

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、後
藤
氏
と
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
後
藤
氏
は
今
後
の
取

り
組
み
と
し
て
、老
朽
化
や
相
続
問
題
で
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
る
長
屋
を
買
い
取
り
、町
全
体
を
巨
大

な
ア
ー
ト
作
品
と
し
て
保
存
・
活
用
す
る
構
想
を

示
し
た
。
椎
原
教
授
は
、訪
れ
た
人
が
町
の
一
員

に
な
る
よ
う
な
関
係
性
を
築
く「
観
光
ま
ち
づ
く

り
」の
重
要
性
を
指
摘
し
、歴
史
的
建
物
を
残
す

た
め
の
法
制
度
・
税
制
面
の
課
題
を
解
説
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、「
京
島
を
今
後
ど
の
よ
う
な

町
に
し
て
い
き
た
い
か
」と
の
質
問
に
対
し
、後

藤
氏
は「
歴
史
的
文
化
の
保
存
と
新
た
な
表
現

の
実
験
場
が
共
存
す
る
、新
旧
混
在
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
」と
述
べ
た
。

　

国
学
院
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
公
開
講
演
会「
神
社
の
由

緒
と
歴
史
―
神
武
聖せ

い

蹟せ
き

と
地
域
社
会
―
」

が
、7
月
4
日
に
神
宮
会
館（
宮
崎
市
）で

開
催
さ
れ
、約
1
2
0
人
が
参
加
し
た
。

今
回
の
講
演
会
は
五
神
宮
会（
英
彦
山
神

宮
、霧
島
神
宮
、鹿
兒
島
神
宮
、鵜う

ど戸
神

宮
、宮
﨑
神
宮
）と
の
共
催
、国
学
院
大

学
院
友
会
宮
崎
県
支
部
と
、国
学
院
大
学

若
木
育
成
会
宮
崎
県
支
部
の
協
力
の
も

と
実
施
さ
れ
た
。

　

講
演
で
は
、渡
邉
卓
・
研
究
開
発
推
進

機
構
准
教
授
が
司
会
を
務
め
、本
学
か
ら

小
濱
歩
・
神
道
文
化
学
部
准
教
授
と
山

﨑
雅
稔
・
文
学
部
准
教
授
＝
写
真
＝
が

登
壇
し
た
。
小
濱
准
教
授
は「『
古
事
記
』

『
日
本
書
紀
』の
神
武
天
皇
東
征
伝
承
」

と
題
し
、神
武
天
皇
伝
承
に
つ
い
て「
天

皇
統
治
の
起
源
と
し
て
、い
か
に
し
て
治

め
れ
ば
平
和
と
安
寧
を
享
受
で
き
る
の

か
を
示
し
た
物
語
と
し
て
読
む
こ
と
が

で
き
る
」と
説
明
し
た
。
山
﨑
准
教
授
は

「
古
代
日
向
と
諸も

ろ
か
た
の
き
み

県
君
」と
題
し
、古
墳

時
代
に
宮
崎
県
南
部
地
域
の
一
盟
主
と

し
て
君
臨
し
た
と
み
ら
れ
る
諸
県
君
に

着
目
し
、古
代
日
向
と
ヤ
マ
ト
の
王
家
と

の
関
係
に
つ
い
て
説
明
。『
日
本
書
紀
』

や『
古
事
記
』に
も
描
か
れ
た
日
向
の
女

性
た
ち
、特
に
の
ち
に
仁
徳
天
皇
の
妃
と

な
る
髪か

み
な
が
ひ
め

長
媛
に
ま
つ
わ
る
、宮
崎
県
内
各

地
に
伝
わ
る
伝
承
な
ど
に
も
触
れ
な
が

ら
講
演
を
行
っ
た
。
黒
岩
昭
彦
・
鵜
戸
神

宮
宮
司（
同
機
構
共
同
研
究
員
）、本
部
雅

裕
・
宮
﨑
神
宮
宮
司
、井
田
篤
・
宮
崎
市

教
育
委
員
会
文
化
財
課
長
ら
も
登
壇
し
、

鵜
戸
神
宮
、宮
﨑
神
宮
の
ご
祭
神
で
あ
る

鸕う
が
や
ふ
き
あ
え
ず
の
み
こ
と

鷀
草
葺
不
合
尊
や
神
武
天
皇
を
中
心

と
し
た
宮
崎
県
の
神
話
・
伝
承
な
ど
に

つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
公
開
講
演
会

神
武
天
皇
ゆ
か
り
の
地
・

宮
崎
県
で
開
催

第
16
回
観
光
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ

空
き
家
再
生
と
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

国学院大学博物館企画展
「秀吉兄弟とその時代
 ―『秀』の一族の“覇気”―」
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令
和
７
年
度 

決
算

　

令
和
7
年
度
学
校
法
人
国
学
院

大
学
決
算
は
、監
事
お
よ
び
会
計

監
査
人
の
監
査
を
経
て
、6
月
12

日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
で
承

認
、6
月
25
日
開
催
の
評
議
員
会

で
報
告
さ
れ
た
。

　

令
和
7
年
度
は
、私
立
学
校
法

改
正
に
伴
う
対
応
を
行
い
つ
つ
、

「
中
期
5
カ
年
計
画
」に
の
っ
と
り

策
定
さ
れ
た
事
業
計
画
を
円
滑
に

遂
行
し
た
。

　

法
人
全
体
で
は
、学
校
法
人
会

計
基
準
改
正
に
伴
う
賞
与
引
当
金

の
新
規
計
上
等
、制
度
改
正
を
踏

ま
え
た
財
務
運
営
を
実
施
し
、大

学
部
門
で
は
、若
木
タ
ワ
ー
熱
源

更
新
工
事
や
球
技
場
人
工
芝
改
修

工
事
を
実
施
す
る
な
ど
、大
型
工

事
を
円
滑
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

財
務
面
で
は
基
本
方
針
と
す
る

「
資
金
の
安
定
確
保
」と「
資
金
の

効
果
的
使
用
」
に
努
め
た
結
果
、

法
人
全
体
で
基
本
金
組
入
前
当
年

度
収
支
差
額
が
1
1
9
0
百
万
円

の
収
入
超
過
と
な
り
、安
定
し
た

財
務
基
盤
を
確
保
し
た
。

※
詳
細
は
学
校
法
人
国
学
院
大
学

　

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
財
務
部
経
理
課
］

　
私
の
専
門
は
国
際
金
融
論
・
国
際
通
貨

論
で
す
。
研
究
テ
ー
マ
は
、米
ド
ル
を
中
心

と
す
る
国
際
通
貨
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
と
、

そ
れ
が
発
展
途
上
国
・
新
興
国
の
経
済
発

展
や
金
融
の
安
定
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、発
展
途
上
国
に
お
け
る
通

貨
統
合
を
主
な
研
究
対
象
と
し
て
き
ま
し

た
。
通
貨
統
合
と
は
、
複
数
の
国
が
共
通

通
貨
を
導
入
し
た
り
、為
替
制
度
を
統
一

し
た
り
す
る
取
り
組
み
で
す
。
代
表
例
と

し
て
ユ
ー
ロ
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、私

は
特
に
中
東
の
湾
岸
協
力
会
議（
G
C
C
）

諸
国
が
進
め
て
き
た
通
貨
統
合
構
想
を
研

究
し
て
き
ま
し
た
。

　
大
学
院
生
の
頃
、こ
の
構
想
を
初
め
て

知
っ
た
と
き
の
驚
き
は
今
で
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
石
油
資
源
に
恵
ま
れ
た
湾

岸
諸
国
が
、な
ぜ
通
貨
統
合
を
目
指
す
の

か
。
そ
し
て
、
そ
の
構
想
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
ユ
ー
ロ
と
何
が
違
う
の
か
。
そ
の
疑
問

が
研
究
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。
日
本
で
は
中
東
の
通
貨
・
金
融
シ
ス

テ
ム
を
専
門
と
す
る
研
究
者
は
多
く
な

く
、資
料
の
収
集
や
分
析
に
苦
労
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、そ
の
分
、新

し
い
知
見
を
積
み
重
ね
て
い
く
手
応
え
を

感
じ
な
が
ら
研
究
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
同
じ
問
題
意
識
の
も
と
で
、

各
国
通
貨
の
間
に
は
階
層
性
が
あ
る
と
い

う
「
国
際
通
貨
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
」
の
考
え

方
を
軸
に
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
世
界

に
は
、国
際
決
済
や
資
産
保
有
で
広
く
利

用
さ
れ
る
米
ド
ル
の
よ
う
な「
強
い
通
貨
」

が
あ
る
一
方
、
多
く
の
途
上
国
・
新
興
国

の
通
貨
は
国
際
的
な
役
割
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
通
貨
の「
力
関
係
」が

各
国
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す

の
か
を
分
析
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
で
は
、米

ド
ル
が
国
際
決
済
や
国
際
金
融
取
引
の
中

心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、多
く
の
途
上
国
・
新
興
国
は
、自
国

通
貨
で
は
な
く
ド
ル
建
て
で
資
金
を
調
達

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
為
替

レ
ー
ト
の
変
動
や
世
界
的
な
金
融
市
場
の

混
乱
に
よ
っ
て
債
務
負
担
が
急
増
し
、金

融
危
機
に
陥
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、米
ド
ル
へ
の
依
存
が
強
い
こ
と
で
、自

国
の
経
済
状
況
に
応
じ
た
金
融
政
策
を
十

分
に
実
施
し
に
く
く
な
る
と
い
う
問
題
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
国
際
通
貨
シ
ス

テ
ム
の
構
造
的
な
特
徴
を
理
論
的
に
解
明

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
私
の
研
究
は
、
一
貫
し
て
発
展
途
上

国
・
新
興
国
の
視
点
を
重
視
し
て
い
ま

す
。
近
年
、
世
界
経
済
に
お
け
る
こ
れ
ら

の
国
々
の
存
在
感
は
急
速
に
高
ま
っ
て
お

り
、
世
界
経
済
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、

先
進
国
だ
け
で
な
く
途
上
国
・
新
興
国
も

視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
か

つ
て
の
よ
う
に
先
進
国
が
世
界
経
済
の
大

部
分
を
占
め
る
時
代
で
は
な
く
な
り
、高

い
成
長
を
続
け
る
途
上
国
・
新
興
国
の
動

向
は
世
界
経
済
を
考
え
る
う
え
で
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
研
究
を
通
じ
て
最
終
的
に
目
指
し
て
い

る
の
は
、
途
上
国
・
新
興
国
の
視
点
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、国
際
通
貨
論
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
学
会
の
仲
間
と

も
連
携
し
な
が
ら
、こ
の
課
題
に
取
り
組

む
こ
と
が
研
究
者
と
し
て
の
私
の
重
要
な

役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
理

論
研
究
と
現
実
の
国
際
経
済
の
動
き
を
結

び
付
け
、世
界
経
済
の
見
え
方
を
変
え
る

理
論
を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
問
ノ
道

経
済
学
部
60
周
年
ス
ペ
シ
ャ
ル

経済学部は令和8年に60周年を迎えました。教員たちの教育・研究の歩みをお伝えします。

きむら・しゅうし
博士（経済学）。専門は国
際 金 融 論・国 際 通 貨 論 。
令和元年より本学准教授、
4 年より現 職 。主 な 著 書
に『発展途上国の通貨統
合』（単著、蒼天社出版、2016年）、『グローバル
経済と債務累積の構造』（共著、 晃洋書房、2021
年）などがある。

経済学部教授

木 村 秀 史

貸借対照表　令和8年３月31日 （単位：百万円）
資産の部

科目 本年度末 前年度末 増減
固定資産 122,250 121,259 991
　有形固定資産 62,825 63,550 △ 724
　特定資産 57,007 54,879 2,128
　その他の固定資産 2,418 2,830 △ 412
流動資産 9,902 9,048 854

資産の部合計 132,152 130,307 1,846

負債および純資産の部
科目 本年度末 前年度末 増減

負債の部 12,555 11,900 656

基本金総額 128,997 127,983 1,014
　第1号基本金 108,955 107,951 1,003
　第2号基本金 3,500 3,500 0
　第3号基本金 15,272 15,262 10
　第4号基本金 1,270 1,270 0
繰越収支差額 △ 9,400 △ 9,576 176
純資産の部合計 119,597 118,407 1,190
負債および純資産の部合計 132,152 130,307 1,846

資金収支計算書　令和7年４月１日から令和8年３月31日まで （単位：百万円）
収入の部

科目 予算 決算 増減
学生生徒等納付金収入 15,101 15,189 △ 88
手数料収入 727 897 △ 170
寄付金収入 175 197 △ 22
補助金収入 4,217 4,356 △ 139
資産売却収入 0 0 0
付随事業・収益事業収入 242 308 △ 66
受取利息・配当金収入 257 347 △ 91
雑収入 365 451 △ 86
借入金等収入 600 600 0
前受金収入 2,840 2,916 △ 76
その他の収入 1,852 1,853 △ 2
資金収入調整勘定 △ 3,129 △ 3,212 84
当年度収入合計 23,247 23,902 △ 655
前年度繰越支払資金 8,588 8,588 0
収入の部合計 31,835 32,490 △ 655

支出の部
科目 予算 決算 増減

人件費支出 10,647 10,749 △ 102
教育研究経費支出 6,212 5,755 456
管理経費支出 1,443 1,392 51
借入金等利息支出 15 8 7
借入金等返済支出 600 600 0
施設関係支出 795 792 4
設備関係支出 554 507 47
資産運用支出 3,130 3,184 △ 54
その他の支出 600 613 △ 13
予備費 271 271
資金支出調整勘定 △ 668 △ 567 △ 101
当年度支出合計 23,600 23,033 567
翌年度繰越支払資金 8,235 9,457 △ 1,222

支出の部合計 31,835 32,490 △ 655

事業活動収支計算書　令和7年４月１日から令和8年３月31日まで （単位：百万円）

（参考）
事業活動収入計 21,089 21,830 △ 740
事業活動支出計 21,641 20,640 1,002

科目 予算 決算 増減

事業活動 
収入の部

学生生徒等納付金 15,101 15,189 △ 88
手数料 727 897 △ 170
寄付金 173 193 △ 20
経常費等補助金 4,191 4,330 △ 138
付随事業収入 192 254 △ 62
雑収入 365 430 △ 65
教育活動収入計 20,750 21,293 △ 543

事業活動 
支出の部

人件費 11,158 10,732 427
教育研究経費 8,021 7,586 436
管理経費 1,548 1,597 △ 49
教育活動支出計 20,728 19,914 814

教育活動収支差額 22 1,378 △ 1,356

事業活動 
収入の部

受取利息・配当金 257 413 △ 157
その他の
教育活動外収入 50 75 △ 25

教育活動外収入計 307 488 △ 182

事業活動 
支出の部

借入金等利息 15 8 7
その他の
教育活動外支出 0 0 0

教育活動外支出計 15 8 7
教育活動外収支差額	 291 480 △ 189
経常収支差額 313 1,859 △ 1,545

科目 予算 決算 増減

事業活動 
収入の部

資産売却差額 0 0 0
雑収入 0 0 0
その他の特別収入 33 49 △ 15
特別収入計 33 49 △ 15

事業活動 
支出の部

資産処分差額 1 10 △ 9
その他の特別支出 626 707 △ 81
特別支出計 627 717 △ 90

特別収支差額 △ 594 △ 669 74
［予備費］ 271 271
基本金組入前当年度収支差額 △ 552 1,190 △ 1,742
基本金組入額合計 △ 1,268 △ 1,034 △ 234
当年度収支差額 △ 1,820 156 △ 1,975
前年度繰越収支差額 △ 9,576 △ 9,576 0
基本金取崩額 17 21 △ 3
翌年度繰越収支差額 △ 11,379 △ 9,400 △ 1,979

特
別
収
支

教
育
活
動
外
収
支

発展途上国・新興国の視点を大切にしながら、世界経済や国際通貨を理解する

　国学院大学大学院への進学希望者を対象とした進
学相談会が６月27日、オンライン形式で開催され、
本学学生を含む約150人が参加した。
　冒頭、佐藤長門・大学院委員長（文学部教授）が

「台風の接近に伴い、今回は急きょオンラインでの
開催とした。この後すぐに大学院で指導に当たる教
員から話を聞くことになるが、進学に向け、各専攻
での詳細な研究内容や入試について説明を受け、不
明な点は遠慮なく質問を投げかけてほしい」とあい
さつした。
　続いて、各専攻・コースごとの説明会もオンライ
ンで行われ、担当教員が研究内容や入試制度、支援
体制を説明した。次年度の入学を目指す参加者から
は研究内容の確認や研究計画書の書き方について、
進学を希望する学部生からは、受験の心構えや読ん
でおくべき書籍や論文などについて、積極的に質問
する姿が見られた。

大学院進学相談会を開催

大学院体験授業　学部生が参加

　国学院大学大学院の体験授業が6月1日から27日
にかけ渋谷キャンパスで実施された。本企画は学部
生が大学院の授業を体験し、「大学院の学び」に触れ
る機会を通じて、研究の楽しさや奥深さを知っても
らうことを目的に、例年前期と後期に実施している。
　参加した学部生は大学院生に交じって授業を受
け、研究発表の場では意見を述べるなど、意欲的に
取り組む姿が見られた。

令和8年度
法科大学院入試説明会を開催
　令和8年度法科大学院入試説明会が6月4日、渋谷
キャンパスで開催された。
　講師は早稲田大学法科大学院教授の若林泰伸氏。
若林氏はかつて本学で教

きょうべん
鞭を執っており、早稲田大

学に移籍後および本学の法科大学院閉学後も、本学
の招きを受け、法科大学院を志望する学生に向けた
説明会を毎年継続して行っている。
　当日は、1年生から4年生まで約50人が参加。早稲
田大学法科大学院の特徴や強み、学修環境、司法試
験合格状況、修了後の進路、ならびに令和9（2027）
年度入試に関する情報について説明が行われた。説
明会終了後には活発な質疑応答が行われた。

教
育
活
動
収
支
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か
っ
た
わ
け
な
の
で
す
が
、そ
れ
も
と
て

も
偶
発
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
、と
感
じ
ま

し
た
。

　

大
学
に
合
格
し
た
の
は
、本
当
に
私
の

「
能
力
」ゆ
え
な
の
か
ど
う
か
。
ひ
ょ
っ
と

し
た
ら
、「
た
ま
た
ま
」そ
の
予
備
校
の
模

試
を
受
け
て
い
た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、

合
否
が
左
右
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
そ
の
偶
然
性
に
は
目
を
向
け

ら
れ
な
い
ま
ま
に
、社
会
的
に
は
大
学
入

学
に
値
す
る「
能
力
」が
あ
る
と
見
な
さ

れ
る
…
…
。
こ
れ
は
学
校
教
育
の
な
か
で

の
話
で
す
が
、資
格
試
験
な
ど
を
含
め
て

よ
り
広
く
捉
え
て
も
、私
た
ち
の
社
会
は

そ
の
試
験
に
受
か
っ
た
か
ど
う
か
で
、先

の
人
生
や
キ
ャ
リ
ア
が
大
き
く
左
右
さ
れ

ま
す
。
そ
う
し
た
仕
組
み
は
公
平
な
も
の

の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、や
は
り

本
人
の「
能
力
」と
は
言
い
切
れ
な
い
偶
発

的
な
も
の
が
か
か
わ
っ
て
い
る
。
そ
う
し

た
不
思
議
さ
や
面
白
さ
の
よ
う
な
も
の
が
、

以
降
、常
に
頭
の
片
隅
に
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
20（
2
0
0
8
）年
、高
校
生
だ
っ

た
頃
に
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
重
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、教
育
格
差
や
子
ど
も
の

貧
困
の
問
題
に
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
教
育
社
会
学
の
道
へ
と
歩
み
を

進
め
て
い
く
う
ち
に
、こ
う
し
た
試
験
や

選
抜
と
い
っ
た
テ
ー
マ
へ
と
向
か
い
合
う

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

私
が
専
門
に
し
て
い
る
教
育
社
会
学
と

い
う
学
問
領
域
に
は
、そ
の
な
か
に
さ
ま

ざ
ま
な
研
究
分
野
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
に
、教
育
に
お
け
る
選
抜
と

い
う
営
み
や
、そ
れ
を
め
ぐ
る
シ
ス
テ
ム

を
研
究
す
る
と
い
う
分
野
が
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、学
歴
や
試
験
に
よ
っ
て
、

わ
た
し
た
ち
の
進
む
道
が
異
な
っ
て
く
る

側
面
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、読
者
の
皆
さ
ん
も
体
感
的
に
理
解
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

教
育
社
会
学
に
お
け
る
関
心
は
、こ
う
し

た
学
校
教
育
の
な
か
に
留
ま
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
何
ら
か
の
専
門
職
や
、そ

れ
に
ま
つ
わ
る
資
格
や
就
業
と
い
っ
た
話

も
含
ま
れ
て
き
ま
す
。
た
と
え
ば
私
の
指

導
教
員
で
あ
る
橋
本
鉱
市
先
生（
放
送
大

学
教
授
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
）は
、医
師

を
は
じ
め
と
し
た
専
門
職
養
成
制
度
の
研

究
を
し
て
い
ま
し
た
。
医
師
と
し
て
働
く

に
は
、医
師
国
家
試
験
に
合
格
す
る
こ
と

で
医
師
免
許
を
取
得
す
る
の
み
な
ら
ず
、

高
等
教
育
で
の
養
成
や
実
際
の
職
場
へ
の

採
用
・
就
職
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
段
階

が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

　

な
ぜ
、教
育
社
会
学
は
こ
の
よ
う
な
関

心
を
抱
い
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
、教
育

が
社
会
に
お
い
て
果
た
す
機
能
や
役
割
に

つ
い
て
、大
き
く
わ
け
て
ふ
た
つ
の
意
味

を
読
み
取
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

ひ
と
つ
は
、「
社
会
化
」で
す
。
将
来
の

社
会
を
担
う
次
世
代
の
人
々
に
、我
々
が

住
ん
で
い
る
社
会
に
お
い
て
望
ま
し
い
も

の
の
考
え
方
や
規
範
、必
要
な
知
識
を
教

え
て
い
く
こ
と
で
、ス
ム
ー
ズ
に
社
会
の

構
成
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
─
─
つ

ま
り「
社
会
化
」す
る
と
い
う
機
能
が
、教

育
と
い
う
仕
組
み
に
期
待
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
、教
育
が
も
つ
社
会
的
機

能
と
し
て
、「
選
抜
」や「
配
分
」が
あ
る

と
教
育
社
会
学
で
は
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
教
育
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
、よ
い
と

さ
れ
る
成
績
を
と
る
人
も
い
れ
ば
、そ
う

で
は
な
い
人
も
い
ま
す
。
あ
る
尺
度
に

よ
っ
て
一
人
ひ
と
り
が
も
つ
能
力
と
い
う

も
の
が
代
替
的
に
指
標
化
さ
れ
て
い
き
、

そ
れ
が
地
位
や
職
業
に
ま
で
結
び
つ
い
て

い
く
こ
と
が
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、そ

う
し
た「
選
抜
」や「
配
分
」が
、さ
ま
ざ

ま
な
人
々
の
分
業
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て

い
る
近
代
社
会
を
下
支
え
し
て
お
り
、教

育
は
そ
の
下
支
え
に
寄
与
し
て
い
る
、と

い
う
見
方
が
可
能
な
の
で
す
。

　

私
が
主
に
着
目
し
て
い
る
の
は
、後
者

の
ほ
う
、つ
ま
り
は
教
育
シ
ス
テ
ム
が
も

つ「
選
抜
」や「
配
分
」と
い
う
機
能
で
す
。

具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、主
に「
戦
後

日
本
に
お
け
る
教
員
採
用
選
考
試
験
」に

焦
点
を
当
て
て
、研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

教
育
を
め
ぐ
る
研
究
と
い
え
ば
、現
場

で
の
よ
り
よ
い
教
育
実
践
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
を
想
像
さ
れ
る
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
そ
う
し
た
実
践
を

担
う
教
員
を
養
成
す
る
方
法
や
し
く
み

を
探
究
す
る
研
究
も
存
在
し
ま
す
。
こ
れ

は
教
員
と
し
て
必
要
な
知
識
や
技
能
を
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
し
、身
に
着
け
て
も
ら
う
わ

け
で
す
か
ら
、「
予
期
的
社
会
化
」と
も
い

わ
れ
る
側
面
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
教
育
実
践
・
教
育
養
成
の
研
究
は
非
常

に
重
要
で
、研
究
さ
れ
て
い
る
先
生
方
も

大
変
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

一
方
で
、教
員
養
成
か
ら
教
育
実
践
ま

で
の
間
に
存
在
す
る
、そ
の
重
要
な
門
戸

と
な
っ
て
い
る
教
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

考
え
て
い
る
研
究
者
は
、意
外
な
こ
と
に

数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
先
達

の
先
生
方
も
少
な
か
ら
ず
い
た
の
で
す

が
、い
ま
も
決
し
て
多
い
と
は
い
え
な
い

と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

　

で
は
な
ぜ
、
私
が
こ
う
し
た
教
育
の

「
選
抜
」や「
配
分
」と
い
っ
た
機
能
に
関

心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
か
…
…
。
さ

ま
ざ
ま
に
要
因
は
あ
る
の
で
す
が
、ひ
と

ま
ず
こ
こ
で
端
的
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
す
れ
ば
、10
代
の
頃
か
ら〝
試
験
と

い
う
仕
組
み
が
こ
の
社
会
で
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
の
不
思
議
さ
や
面
白
さ
〟を
感

じ
て
き
た
、と
い
う
の
が
原
体
験
と
し
て

大
き
い
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
私
は
か
つ
て
高
校
受
験
を

経
験
し
、無
事
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
が
、当
時
そ
の
高
校
は
独
自
に

制
作
し
た
問
題
で
入
試
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
な
か
で
英
語
の
試
験
に
出
て

き
た
こ
と
わ
ざ
が
、中
学
校
の
英
語
の
授

業
で
Ａ
Ｌ
Ｔ（A

ssistant Language 
T

eacher

：
外
国
語
指
導
助
手
）の
先
生

か
ら
た
ま
た
ま
教
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
も

の
だ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
か
、私
は
希
望

の
高
校
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
が
、し
か
し
そ
れ
は
本
当
に
私
自
身
の

能
力
だ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、不
思
議
に

も
思
う
わ
け
で
す
ね
。
私
は
こ
の
高
校
に

合
格
で
き
る「
能
力
」が
あ
る
と
社
会
的

な
評
価
を
受
け
て
い
る
け
れ
ど
、し
か
し

そ
れ
は「
た
ま
た
ま
A
L
T
の
先
生
が
こ

と
わ
ざ
を
教
え
て
く
れ
た
」と
い
う
偶
発

的
な
要
素
に
よ
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で

は
な
い
か
…
…
。
そ
う
感
じ
た
こ
と
が
、

強
く
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

 　

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
、大
学
受
験
時
に

も
起
こ
り
ま
し
た
。
歴
史
の
問
題
だ
っ
た

と
思
う
の
で
す
が
、試
験
の
直
前
に
予
備

校
の
模
試
に
出
て
い
た
問
題
と
非
常
に
似

た
問
題
が
、た
ま
た
ま
出
題
さ
れ
た
の
で

す
ね
。
予
備
校
と
し
て
は「
予
想
的
中
」と

胸
を
張
れ
る
出
来
事
で
し
ょ
う
し
、私
も

そ
の
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
志
望
大
学
に
受

　

読
者
の
皆
さ
ん
の
な
か
に
も
、教
員
採

用
試
験
に
つ
い
て
最
近
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に

し
た
こ
と
が
あ
る
、と
い
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
近

年
、教
員
採
用
試
験
に
つ
い
て
は
改
革
案

が
矢
継
ぎ
早
に
打
ち
出
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
に
結
論
か
ら
お
伝
え
す
る
と
、こ
う

し
た
話
は
別
に
現
在
に
限
っ
た
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
戦
後
間
も
な
く
日
本
の
教
育

シ
ス
テ
ム
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
時

期
か
ら
、そ
の
時
代
の
要
請
に
合
わ
せ
て

柔
軟
に
制
度
の
構
築
と
改
革
が
な
さ
れ
て

き
た
、と
い
え
ま
す
。
つ
ま
り
、こ
れ
は
戦

後
日
本
の
教
育
が
歴
史
的
に
構
築
し
て
き

た
シ
ス
テ
ム
の
結
果
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
が
、そ
う
し
た
過
去
に
つ
い
て
お
話
し

す
る
た
め
に
も
、ま
ず
は
近
年
の
動
向
を

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
と
え
ば
目
下
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ

と
の
ひ
と
つ
は
、教
員
採
用
選
考
試
験
の

「
共
通
問
題
」あ
る
い
は「
共
通
試
験
」で

す
。
こ
れ
ま
で
は
、教
員
採
用
試
験
を
実

施
す
る
各
都
道
府
県
・
政
令
市
な
ど
が
、

各
々
独
自
に
問
題
を
作
成
し
、実
施
し
て

き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
各
地
の
教
育
委
員

会
よ
り
問
題
作
成
の
負
担
が
大
き
い
と

い
う
声
が
上
が
り
、そ
う
し
た
自
治
体
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
る
か
た
ち
で
、文
部
科

学
省
は
令
和
9（
2
0
2
7
）年
度
よ
り
教

員
採
用
試
験
の
1
次
試
験
の
共
通
問
題
を

作
成
、複
数
の
自
治
体
で
共
通
実
施
と
す

る
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
そ
れ
に
先
立
っ
て
令
和
６（
２
０

２
４
）年
度
か
ら
は
、中
央
教
育
審
議
会

の
提
言
に
も
と
づ
い
て
、地
方
自
治
体
に

よ
っ
て
は
教
員
採
用
試
験
の
前
倒
し
が
行

わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
教
員
採

用
試
験
の「
早
期
化
」で
す
。

 　

民
間
企
業
を
め
ぐ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る

就
職
活
動
時
期
が
ど
ん
ど
ん
早
期
化
し
て

い
る
こ
と
は
多
く
の
方
が
ご
存
知
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
新
卒
採
用
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
早
く
か
ら
動
き
出
す
な
か
で
、

教
員
志
願
者
が
民
間
企
業
や
他
の
公
務
員

試
験
等
へ
流
れ
て
し
ま
う
と
い
う
懸
念

が
、教
育
関
係
者
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
質
の
高
い
人
材
を
教
員
志
願
者
と

し
て
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、教
員
採
用
試
験
の
日
程
を
早
め
て
い

る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
の
効

果
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
検
証
さ
れ

る
べ
き
だ
と
は
感
じ
ま
す
が
、い
ず
れ
に

し
て
も
、こ
う
し
た
教
員
採
用
試
験
を
め

ぐ
る
改
革
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、お
気
づ
き
の
方
も
い
る
か
も

し
れ
な
い
の
で
す
が
、教
員
採
用
試
験
を

と
り
や
め
る
、と
い
う
話
に
は
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
い
や
、か
ね
て
か
ら
試
験
を
一

部
と
り
や
め
る
地
方
自
治
体
は
存
在
し
て

い
ま
し
た
が
、こ
こ
ま
で
見
て
き
た
近
年

の
動
向
も
含
め
、教
員
採
用
試
験
は
基
本

的
に
一
貫
し
て
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
文
科
省
が「
共
通
問
題
」を
用

意
す
る
と
い
う
方
針
に
し
て
も
、地
方
の

問
題
作
成
の
負
担
は
軽
減
し
つ
つ
、試
験

を
行
う
こ
と
自
体
は
や
め
ず
に
維
持
し
て

い
く
、と
い
う
話
で
あ
る
わ
け
で
す
。
そ

れ
ま
で
各
都
道
府
県
・
政
令
市
で
取
り
組

ん
で
い
た
試
験
を
、国
が
取
っ
て
代
わ
ろ

う
と
思
え
ば
代
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
の

も
、よ
く
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
か
な
り
不

思
議
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

教
員
採
用
自
体
は
地
方
の
仕
事
の
ま
ま
で

あ
り
続
け
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
一
部
を

国
が
担
う
よ
う
す
ぐ
に
移
行
で
き
て
し
ま

う
。
教
員
採
用
試
験
の
早
期
化
に
し
て
も
、

実
は
か
な
り
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
変
更
で
も
あ

る
わ
け
で
す
が
、実
施
で
き
て
し
ま
う
。

　

こ
こ
に
は
教
員
採
用
を
め
ぐ
る
、制
度

上
の
不
安
定
さ
と
い
う
も
の
が
見
え
隠
れ

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
不
安
定
さ
の

淵
源
は
、戦
後
直
後
の
時
期
ま
で
遡
っ
て

い
く
こ
と
で
見
え
て
く
る
も
の
が
あ
る
の

で
は
、と
私
は
考
え
て
い
る
ん
で
す
。

 　

驚
か
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、実
は
教
員
の
採
用
は「
試

験
」で
お
こ
な
う
の
で
は
な
い
、と
い
う

の
が
日
本
の
法
制
度
上
の
規
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。
教
育
公
務
員
特
例
法（
昭
和
24

〔
1
9
4
9
〕年
1
月
12
日
公
布
）に
お
い

て
、教
員
の
採
用
は「
選
考
」に
よ
っ
て
お

こ
な
う
と
い
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。
こ
の「
選
考
」と
い
う
の
は
非
常

に
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
て
い
ま
し

て
、国
家
公
務
員
法
に
お
け
る「
選
考
」＝

「
競
争
試
験
以
外
の
能
力
の
実
証
」と
い
う

ロ
ジ
ッ
ク
に
対
し
、ま
た
異
な
る
論
理
が

追
加
さ
れ
る
─
─
教
育
の
特
殊
性
を
強
調

し
、「
教
員
の
人
格
」を
評
価
す
る
と
い
う

意
味
づ
け
が
な
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、戦
後
ほ
ぼ
一
貫
し

て
、教
員
採
用
に
際
し
て「
試
験
」は
お
こ

な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
か
ん
し
て

は
さ
ま
ざ
ま
に
細
か
い
議
論
が
あ
る
の
で

す
が
、そ
の
一
端
を
紹
介
す
る
と
す
れ
ば
、

戦
後
直
後
、と
に
か
く
教
育
を
再
始
動
さ

せ
る
た
め
の
教
員
が
求
め
ら
れ
、そ
の
必

要
の
な
か
で
法
制
度
の
整
備
に
先
ん
じ
て

「
試
験
」が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
、と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、そ
う
し
た

実
情
と
ぴ
っ
た
り
整
合
す
る
か
た
ち
で
法

を
整
備
す
る
こ
と
も
難
し
く
、さ
ら
に
は

実
質
的
に「
試
験
」が
教
員
採
用
数
の
調

整
に
使
わ
れ
て
き
た
…
…
と
い
っ
た
い
ろ

い
ろ
な
側
面
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

近
年「
教
員
不
足
」が
叫
ば
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
が
、き
ち
ん
と
調
べ
る

と
、近
現
代
日
本
で
は
断
続
的
に「
教
員

不
足
」が
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
戦
後
の
話

に
限
り
ま
す
が
、戦
前
で
あ
れ
ば
師
範
学

校
の
卒
業
生
は
教
職
へ
の
就
職
義
務
が

あ
っ
た
の
に
対
し
、戦
後
は
特
に
教
員
養

成
を
主
と
す
る
大
学
・
学
部
の
ほ
か
、国
・

公
・
私
立
ど
の
大
学
に
お
い
て
も
教
員
養

成
が
で
き
る「
開
放
制
」が
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
で
多
く
の
教
員
志
願
者
を
確

保
し
、そ
の
な
か
で
実
際
の
採
用
人
数
を

調
整
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
ご
想

像
の
通
り
、教
員
志
願
者
が
多
い
う
ち
は

問
題
が
な
い
が
、み
ん
な
が
教
員
に
な
り

た
が
ら
な
い
時
代
に
な
る
と
、途
端
に
需

要
に
供
給
が
追
い
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま

う
シ
ス
テ
ム
な
の
で
す
。

　

端
的
に
い
え
ば
、教
員
採
用
を
め
ぐ
る

制
度
は
、長
期
的
な
視
点
に
も
と
づ
い
て

構
築
さ
れ
て
き
た
シ
ス
テ
ム
で
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ

歴
史
的
な
流
れ
を
丹
念
に
振
り
返
る
こ
と

で
、ボ
タ
ン
を
掛
け
違
え
た
ポ
イ
ン
ト
が

発
見
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
感
じ

る
私
は
、戦
後
初
期
か
ら
は
じ
め
て
現
代

に
至
る
ま
で
の
教
員
採
用
試
験
の
歴
史

を
、じ
っ
く
り
と
掘
り
下
げ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、い
く
ら
制
度
上
の
不
安
定

さ
が
あ
ろ
う
と
、
揺
ら
が
な
い
熱
意
を

持
っ
た
教
員
志
願
者
は
決
し
て
少
な
く

な
い
と
い
う
こ
と
も
、本
学
で
学
生
た
ち

に
接
し
て
い
て
強
く
実
感
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
教
員
採
用
試
験
に
向
け
て
学
生
が
準

備
を
進
め
る
な
か
、模
擬
面
接
で
私
も
試

験
官
役
を
務
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

学
生
た
ち
の
志
望
動
機
や
思
い
の
熱
量

に
、学
ば
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
本
当
に
多

い
の
で
す
。
そ
う
し
た
目
の
前
の
実
情
と

向
き
合
い
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
教
員
採

用
試
験
の
歴
史
を
探
究
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

国
学
院
大
学
メ
デ
ィ
ア
「
人
間
の
学
が
知
の
乾
き
を
潤
す
」

国
学
院
大
学
が
蓄
積
し
醸
成
し
て
き
た
知
恵
を

多
彩
な
ス
タ
イ
ル
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

教
育
は「
選
抜
」や「
配
分
」の

社
会
的
機
能
を
持
つ

高
校
受
験
時
に
思
っ
た

試
験
結
果
へ
の
問
い

試
験
は
公
平
な
の
か
、

偶
発
な
の
か
？

教
員
採
用
試
験
は

常
に
変
わ
っ
て
い
る

教
員
採
用
試
験
の
制
度
上
の

不
安
定
さ
に
つ
い
て

試
験
で
は
な
く

選
考
で
お
こ
な
う
の
が
法
の
趣
旨

高
校
入
試
で
の
偶
然
が
気
づ
か
せ
た

社
会
的
評
価
の
不
思
議

法
と
現
実
の
ズ
レ
が
生
み
出
し
た

教
員
採
用
試
験

まえだ・むぎほ
博士（教育学）。専門は教育社会学。本学助教を経て、令和8（2026）
年より現職。主な著書に、『変容する教員のキャリア発達と学校組織』
（共著、ジアース教育新社、2026）、『戦後日本の教員採用：試験は
なぜ始まり普及したのか』（晃洋書房、2023）などがある。

試験とはなんだろう？

人間開発学部 初等教育学科

前田麦穂  准教授

に
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　国際交流課が主催する「International Coffee 
Hour」が6月19日、渋谷キャンパスで開催された。
　この催しは、留学生と本学学生が集い、フリー
トークやゲームなどを通じて学内で国際交流を深
めることを目的としている。異なる文化や価値観に
触れるとともに、自国の文化を見つめ直す機会にも
なっており、毎回多くの学生が参加している。
　今回は、K-STEP科目等履修生、学部留学生、本学
学生ら約30人が参加し、7月3日に開催された「和装
DAY」に向け、キャンパスを飾る風車作りに取り組
んだ。学生生活課の職員から作り方の説明を受けた
参加者らは、会話を弾ませながら色とりどりの風車
を製作した。

International Coffee Hourを開催

健康増進を目的に地域住民と学生が交流
「たまプラウェルネス

アカデミー2026」開催
　
「
た
ま
プ
ラ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー

2
0
2
6
」が
6
月
6
日
と
20
日
、た
ま
プ
ラ
ー

ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
は

地
域
住
民
の
健
康
増
進
に
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
、人
間
開
発
学
部
の
地
域
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

　

6
日
の
第
1
回
で
は
、同
セ
ン
タ
ー
の
活
動

に
携
わ
る
学
生
と
教
員
が
、参
加
者
の
筋
肉
量
、

骨
密
度
、血
管
年
齢
、柔
軟
性
評
価
な
ど
の
測

定
や
、体
力
測
定
、栄
養
調
査
を
実
施
し
た
。
筋

肉
量
の
測
定
の
一
環
で
行
っ
た
片
脚
の
起
立
動

作
や
大
股
歩
行
は
、一
見
簡
単
そ
う
に
見
え
る

が
、日
常
生
活
で
は
あ
ま
り
使
わ
な
い
筋
肉
を

働
か
せ
る
た
め
、参
加
者
か
ら
は
予
想
外
の
身

体
の
状
態
や
数
値
に
驚
き
の
声
が
上
が
っ
た
。

　

20
日
の
第
2
回
で
は
、第
1
回
で
測
定
し
た

結
果
を
グ
ラ
フ
な
ど
に
し
て
見
や
す
く
ま
と

め
た
資
料
を
参
加
者
一
人
一
人
に
配
布
。
そ
れ

ら
を
基
に
、林
貢
一
郎
・
人
間
開
発
学
部
教
授

と
小
林
唯
・
同
准
教
授
が
測

定
結
果
を
解
説
し
、測
定
値

の
読
み
方
や
栄
養
摂
取
の

ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
た
＝
写
真
。

　

そ
の
後
は
、支
援
学
生
の

会「
ち
ー
へ
る
」に
所
属
す

る
学
生
が
、認
知
機
能
や
主

要
な
筋
肉
を
刺
激
す
る
運

動
の
紹
介
や
、食
品
サ
ン
プ

ル
を
使
っ
た
栄
養
価
チ
ェ
ッ

ク
を
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

行
っ
た
。
学
生
た
ち
は
日
頃

の
学
び
を
生
か
し
、参
加
者

と
一
緒
に
体
を
動
か
し
な
が

ら
交
流
を
深
め
た
。

　衣紋披露「宮廷装束の着装披露―勅祭の装束と
五
いつつぎぬからぎぬも

衣唐衣裳―」が6月20日、渋谷キャンパスで開かれ
た。この催しは、伝統文化を知識・モノ・技術で継承す
る衣紋道研究会主催、神道文化学部共催で実施され
ており、今回で9回目を数える。
　当日は衣紋道研究会所蔵の装束を用い、天皇の使
者である勅使が派遣されて執り行われる「勅祭」の束
帯と、宮中での女性の正装である五衣唐衣裳（十二
単）の着装を披露した。御方役は青木義宗さん（神文
4）と福永藍さん（同）が務めた。
　王朝装束の実物と着装の様子を間近で見られる貴
重な機会とあって、会場には本学の学生をはじめ一般
来場者など約100人が集まった。
　御方役を務めた青木さんは「全く窮屈さを感じなかっ
たことが最も印象的だった。見た目の優美さや乱れに
くさに加え、実用的な動きやすさも求められ、着付け方
や装束の形式がいかに洗練され続けてきたかを実感し
た」と語った。福永さんは「初めて宮廷装束を着装し、
一つ一つに込められた伝統の重みを感じた。衣紋者同
士が息を合わせて作業を進める姿は印象的だった。細
部まで美しく整える細やかで熟練した技術に触れ、日本
の伝統文化の奥深さと素晴らしさを学ぶことができた」
と語った。

宮廷装束の着装を披露

　キャリアサポート課が主催する就職活動イベント「学
内合同企業セミナー」が6月17日、たまプラーザキャン
パスで開催された。
　本説明会は、これから就職活動が本格化する3年生
などを対象に実施された。本学学生の採用に意欲的な
民間企業・公務員を採用する官公庁など5団体が説明
会を実施し、延べ100人の学生が、夏のインターンシッ
プや選考につなげようと参加した。各採用担当者から
事業や魅力について直接聞くことができる貴重な機会
とあって、学生らは関心のある企業などのブースを積
極的に訪れ、担当者の話に熱心に耳を傾けていた。

合同企業セミナー
たまプラーザキャンパスで開催

　

国
学
院
大
学
法
学
部
が
主
催
す
る
令

和
8
年
度
第
1
回
法
学
部
講
演
会「『
男

性
も
つ
ら
い
』
を
受
け
止
め
た
そ
の
先

へ
」
が
7
月
3
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

で
の
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
さ
れ
、約
2
0
0
人

が
参
加
し
た
＝
写
真
。

　

講
師
に
は
、立
教
大
学
大
学
院
社
会
デ

ザ
イ
ン
研
究
科
特
任
准
教
授
で
、一
般
社

団
法
人
U
N
L
E
A
R
N
理
事
の
西
井

開
氏
を
迎
え
た
。
ま
ず
西
井
氏
は
、男
性

は
周
囲
か
ら「
弱
い
」と
判
断
さ
れ
る
こ

と
を
恐
れ
て
、自
身
の
痛
み
や
悲
し
み
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い「
ウ
ィ
ー
ク
ネ

ス
フ
ォ
ビ
ア
」の
傾
向
が
あ
り
、S
O
S 

を
出
せ
な
い
ま
ま
心
の
不
調
を
抱
え
込

む
な
ど
、深
刻
な
問
題
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、男
性
集
団
で
は
、身
体
的
特
徴

や
恋
愛
経
験
な
ど
を
話
題
に
し
た
一
方
的

な「
い
じ
り
」や「
か
ら
か
い
」が
起
こ
り

や
す
く
、自
己
肯
定
感
が
損
な
わ
れ
る
例

も
多
い
と
説
明
し
た
。
加
え
て
、ビ
ジ
ネ

ス
の
場
面
で
効
率
や
成
果
が
重
視
さ
れ
る

あ
ま
り
、日
常
会
話
で
も
行
動
や
実
績
が

優
先
さ
れ
、自
ら
の
感
情
や
心
の
状
態
を

語
る
言
葉
が
失
わ
れ
が
ち
で
あ
る
こ
と
が

生
き
づ
ら
さ
を
生
む
一
因
に
な
っ
て
い
る

と
指
摘
。
感
情
を
伴
う
対
話
や
1
対
1
の

関
係
性
の
構
築
、自
ら
の
弱
さ
を
認
め
合

い
、ケ
ア
し
合
う
あ
り
方
を
模
索
す
る
重

要
性
を
語
っ
た
。

　

講
演
後
は
、学
生
６
人
と
西
井
氏
と
が

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、社
会
が
求

め
る「
男
ら
し
さ
」と
い
う
幻
想
を
問
い
直

し
、多
様
な
居
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
の

重
要
性
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。

　

最
後
の
質
疑
応
答
で
は
、「
男
性
学
は

何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
」と
い
う
質
問

に
対
し
西
井
氏
は「
男
性
学
は
フ
ェ
ミ
ニ

ズ
ム
が
積
み
上
げ
て
き
た
知
見
の
上
に

成
り
立
っ
て
い
る
。
女
性
の
権
利
を
守
る

こ
と
と
男
性
の
生
き
づ
ら
さ
を
解
決
す

る
こ
と
は
、性
別
に
よ
る
規
範
や
権
力
関

係
を
解
消
す
る
と
い
う
同
じ
ゴ
ー
ル
を

目
指
す
も
の
だ
」と
回
答
し
た
。

第
１
回
法
学
部
講
演
会

「
男
性
の
生
き
づ
ら
さ
」を
考
え
る

　

第
65
回
若
木
体
育
祭
が
6
月
14

日
、た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
た
＝
写
真
。

　

午
前
9
時
か
ら
行
わ
れ
た
開
会

式
で
は
、校
歌
斉
唱
に
続
い
て
太

田
直
之
・
副
学
長（
人
間
開
発
学
部

教
授
）が
あ
い
さ
つ
し
、学
生
代
表

に
よ
る
選
手
宣
誓
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、参
加
者
全
員
で
準
備
体

操
を
行
い
、競
技
を
開
始
し
た
。

　

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ 

Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｅ

１（
S
S
1
）ア
リ
ー
ナ
で
は
、バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
競
技
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、全
学
応
援
団
や

ド
リ
ル
競
技
部
S
E
A
L
S
、吹

奏
楽
部
に
よ
る
演
舞
が
披
露
さ
れ

た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
フ
ッ
ト

サ
ル
や
リ
レ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、

競
技
を
通
し
て
学
生
ら
が
交
流
を

深
め
た
。

第65回若木体育祭　学生らが競技を通して交流

　

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
３
年
次

前
期
必
修
科
目「
観
光
ま
ち
づ
く
り

演
習
Ⅲ
」で
は
、横
浜
・
相
模
原
・
湯

河
原
・
神
田
・
谷
中
の
５
つ
の
地
域

を
対
象
に
、そ
れ
ぞ
れ
60
人
程
度
の

「
ス
タ
ジ
オ
」に
分
か
れ
て
演
習
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
相
模
原
・
湯
河

原
・
神
田
の
3
つ
の
ス
タ
ジ
オ
で
は

最
終
報
告
会
を
現
地
で
実
施
し
て
お

り
、神
田
ス
タ
ジ
オ
の
報
告
会
は
７

月
7
日
、こ
も
れ
び
千
桜（
東
京
都

千
代
田
区
）で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
演
習
Ⅲ
で
は
、観
光
と
交
流

を
軸
に
活
力
あ
る
地
域
の
実
現
を
目

指
す「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」の
構
想
・

提
案
を
グ
ル
ー
プ
で
立
案
す
る
。
学

生
た
ち
が
４
月
か
ら
現
地
に
足
を
運

び
、地
域
の
特
性
を
調
査
・
分
析
し

た
う
え
で
、各
班
で
テ
ー
マ
を
設
定

し
、教
員
や
地
域
関
係
者
の
助
言
を

受
け
な
が
ら
将
来
像
と
そ
の
実
現
方

策
を
取
り
ま
と
め
た
。

　

報
告
会
で
は
、地
域
住
民
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
神
田
学
会
関
係
者
に
向
け
、

11
班
が
施
策
を
発
表
し
た
。
各
班
が

神
保
町
や
お
茶
の
水
、秋
葉
原
な
ど

特
徴
の
異
な
る
エ
リ
ア
を
有
す
る
神

田
に
お
け
る
歴
史
や
文
化
、環
境
を

生
か
し
た
魅
力
づ
く
り
や
、海
外
の

観
光
客
が
多
い
秋
葉
原
エ
リ
ア
に
お

け
る
災
害
対
策
、古
書
店
や
喫
茶
店

が
立
ち
並
ぶ
神
保
町
の
魅
力
の
継
承

策
な
ど
、多
様
な
テ
ー
マ
を
設
定
。

現
地
調
査
で
の
気
づ
き
や
地
域
の
あ

り
よ
う
を
基
点
に
、他
の
地
域
で
の

類
似
成
功
事
例
な
ど
と
も
対
比
し
な

が
ら
提
案
し
た
。 

　

発
表
後
の
講
評
で
、神
田
学
会
関

係
者
は「
神
田
は
働
く
街
と
し
て
に

ぎ
わ
い
を
求
め
る
半
面
、住
む
街
と

し
て
の
側
面
も
あ
り
、バ
ラ
ン
ス
の

難
し
い
街
。
も
っ
と
魅
力
あ
る
街
に

な
る
よ
う
、今
後
も
良
い
提
案
を
期

待
し
て
い
る
」と
激
励
。
報
告
会
に

訪
れ
た
地
域
住
民
の
中
に
は
、神
田

に
80
年
近
く
住
む
院
友（
本
学
卒
業

生
）の
姿
も
。「
街
の
姿
も
大
き
く
変

わ
っ
て
い
る
。
み
な
さ
ん
が
神
田
に

つ
い
て
調
査
し
、提
案
し
て
く
れ
た

こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
う
」と

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
演
習
Ⅲ

地
域
の
将
来
像
と
方
策
を
現
地
で
発
表
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…在学生 …保証人 …卒業生 …一般 …受験生

近くて遠い？　遠くて近い？　そんな親の気持ちや子どもの気持ちを一緒に考えませんか？　新富名誉教授による子育てエッセーを隔月でお届けします。
感想や新富名誉教授への質問、講演依頼などございましたら広報課までお寄せください。

　
「
ど
ん
な
ま
ち
が
っ
た
答
え
も
、

つ
ま
ら
な
い
し
つ
問
も
、み
ん
な
の

考
え
る
た
ね
に
な
る
か
ら
た
い
せ

つ
に
し
よ
う
」。

　

小
学
3
年
生
の
Y
男
は
、算
数

が
大
の
不
得
意
。
こ
の
日
も
、
誰

で
も
で
き
る
簡
単
な
問
題
を
間

違
え
ま
し
た
。

　

教
師
の
問
い
は
、
紙
を
半
分
に

折
っ
て
、「
こ
れ
を
算
数
の
言
葉
で

何
と
言
う
？
」。
も
ち
ろ
ん
、
答

え
は
2
分
の
１
。

　

周
囲
の
ハ
イ
、ハ
イ
の
声
に
圧
倒

さ
れ
て
彼
も
挙
手
。
す
か
さ
ず
教

師
は
、
Y
男
を
指
名
。
し
か
し
、

彼
の
返
答
は
、「
５
、５
、
…
」。
教

室
内
は
当
然
、大
爆
笑
で
す
。

　

そ
の
時
、「
笑
顔
」
を
学
級
目

標
に
し
て
い
た
教
師
が
、
厳
し
い

顔
で
、「
な
ぜ
笑
っ
た
」
と
問
い
詰

め
た
後
、「
Ｙ
男
は
な
ぜ
、５
、５

と
言
っ
た
の
か
、Ｙ
男
の
気
持
ち
に

な
っ
て
、み
ん
な
で
考
え
よ
う
」。

　

グ
ル
ー
プ
討
議
を
経
て
、み
ん

な
で
導
い
た
回
答
は
、「
こ
の
前
、

1
ℓ
の
半
分
は
５
㎗
、1
㎝
の
半

分
は
５
㎜
っ
て
習
っ
た
よ
ね
。
だ

か
ら
Ｙ
男
は
５
に
何
か
を
つ
け
れ

ば
よ
い
と
思
っ
た
の
で
は
」。
自
分

た
ち
で
見
つ
け
た
見
事
な
学
習
の

振
り
返
り
で
す
。

　

そ
の
時
、教
師
が
即
座
に
板
書

し
た
の
が
、冒
頭
の
言
葉
だ
っ
た
の

で
す
。

　

Y
男
は
、「
生
活
ノ
ー
ト
」に
書

き
込
み
ま
し
た
。

　
「
き
ょ
う
か
ら
ぼ
く
は
、
算
数

が
大
す
き
に
な
り
ま
し
た
」。

　

他
者
か
ら
自
分
の
価
値
を
認
め

て
も
ら
っ
た
誉
め
言
葉
が
、そ
の

子
ど
も
の
心
の
成
長
の
糧
に
な
っ

た
の
で
す
。
す
な
わ
ち
「
成
長
の

ス
イ
ッ
チ
」
が
入
っ
た
の
で
す
。

　

実
は
、青
年
期
の
子
ど
も
た
ち

は
、青
年
心
理
学
で
言
う
「
ま
な

ざ
し
意
識
」
が
強
い
時
期
な
の
で

す
。

　

精
神
的
に
は
自
律
し
て
い
て

も
、
社
会
的
、
経
済
的
に
は
自
立

し
て
い
な
い
青
年
期
の
子
ど
も
た

ち
は
、「
も
う
」
子
ど
も
で
は
な
い

が
、「
ま
だ
」
大
人
で
も
な
い
。
そ

こ
で
、「
も
う
」
と
「
ま
だ
」の
狭

間
期
の
中
に
あ
っ
て
、
周
囲
か
ら

見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
高

く
な
る
の
で
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や

流
行
語
な
ど
に
敏
感
に
反
応
す
る

の
も
、そ
れ
故
で
す
。

　

そ
れ
は
ま
た
、価
値
あ
る
存
在

だ
と
他
者
か
ら
認
め
ら
れ
た
い
と

い
う
「
社
会
的
承
認
の
欲
求
」へ

の
渇
望
に
も
な
り
ま
す
。

　

私
自
身
も
、
人
目
の
つ
か
な
い

箇
所
を
掃
除
し
て
い
た
の
を
担
任

教
師
が
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
と

認
め
て
く
れ
た
こ
と
で
、
振
り
返

れ
ば
、そ
ん
な
人
生
を
送
る
よ
う

に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

で
は
、ど
う
す
れ
ば
「
成
長
の

ス
イ
ッ
チ
」
が
入
る
言
葉
を
、子
ど

も
に
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
一
番
の
教
科
書（
お
手
本
）は
、

大
人
の
皆
さ
ん
の
こ
の
時
期
で
の

経
験
で
す
。
自
分
は
、ど
ん
な
時
、

ど
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
、励
ま

さ
れ
、元
気
に
な
っ
た
か
。
自
分
の

都
合
ば
か
り
優
先
さ
せ
な
い
で
、

子
ど
も
の
立
場
に
自
分
を
置
き
換

え
て
、考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

長
期
の
夏
季
休
暇
で
は
、子
ど

も
と
向
き
合
う
機
会
が
増
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た

子
ど
も
の
「
よ
さ
」
が
発
見
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、野
口
英
世
博
士
の
言

葉
で
締
め
く
く
り
ま
す
。

　「
人
生
最
大
の
幸
福
は
一
家
の

和
楽
で
あ
る
。
円
満
な
る
親
子
、

兄
弟
、
師
弟
、
友
人
の
愛
情
に
生

き
る
よ
り
切
な
る
も
の
は
な
い
」

認
め
言
葉
で「
成
長
の
ス
イ
ッ
チ
」を

しんとみ・やすひさ
学校法人国学院大学特別参事。人間
開発学部初代学部長、専門は教育社
会学、人間発達学。新しい時代の子
育て論には定評。

名誉教授　新富 康央

第32回

おもい

ごころ
のこ
やお

内 令和8年6月24日から発生した大雨に伴う災害で、災
害救助法が適用された地域に主たる家計支持者が居
住し、家計の急変で今後の学業生活に支障をきたすお
それのある学生は、保証人（父母等）と相談のうえ下記
の大学各窓口までご相談ください。適用対象地域は
本学HPや内閣府防災HPでご確認ください。

問 ▶学生生活課(渋谷　☎03・5466・0145、
　　　　　　　  たまプラーザ　☎045・904・7714）
　▶大学院事務課(☎03・5466・0142）

内 渋谷キャンパスとたまプラーザキャンパスの両キャン
パスで同時開催します。学部・学科での学び、模擬授業、
キャンパスツアーなどのプログラムを用意しています
ので、ぜひご参加ください。タイムスケジュールおよ
び模擬授業の内容は、大学HPをご確認ください。

日 8月1日㈯、2㈰、22日㈯

申 大学HP（二次元コード）からお申し込みく
ださい。

　・8月1日、2日分は、申し込み受け付け中～
　 7月29日㈬23：59※
　・8月22日分は、8月3日㈪15：00～19日㈬
　 23：59※
※事前予約制プログラムの申込期限です。空きがある

場合に限り、お申し込みいただけます。来場のみをご
希望の方は、当日までお申し込みいただけます。

問 入学課（☎03・5466・0141、 exam@kokugakuin.
ac.jp）

内 国学院大学大学院では、別表の日程で令和9年度の入学
試験（秋季入試）を実施します。詳細は、大
学院HP（二次元コード）でご確認ください。

問 大学院事務課（☎03・5466・0142）

内 次の期間、大学事務を一斉休止します。夏季休暇中の
事務取扱時間は大学HP（二次元コード）でご確認くだ

さい。
日 8月1日㈯～9月13日㈰の㈯・㈰・㈷、8月

7日㈮～19日㈬

　学部・専攻科・別科・大学院の後期授業開始
は9月19日㈯です。学年暦については大学
HPなどでご確認ください。

内 本学では渋谷区と連携し、学生ならではの目線による
施策提言を募集しています。10回目となる今回のテー
マは「国学院大学生が考える渋谷区の課題と、それを解
決するための施策」です。発表では学生の
皆さんから直接、長谷部健区長へ提言を行
い、ご意見をいただきます。応募方法詳細
は本学HP（二次元コード）でご確認ください。

【発表】10月28日㈬にパワーポイントを用いた10分間
のプレゼンテーション。

【表彰】区長賞、学長賞（各賞金5万円）、その他副賞
対 本学の学部生、大学院生
申 9月16日㈬までに本学HP内のエントリーフォームへ

登録
問 企画課（☎03・5466・0395、 kikaku@kokugakuin.

ac.jp）

内 法学会主催で法学部生を対象に、法律学・政治学に関す
るテーマで懸賞論文を募集します。優秀な論文は表彰
を行い 「懸賞論文入選集」に掲載します。併せて副賞

（最優秀賞：図書カード10万円分、優秀賞：同５万円分、
佳作：同3万円分）を贈ります。

申 令和9年1月18日㈪午後3時までに論文（A4サイズ 
40字×30行の横書き。脚注含め10～40枚）と論文
概要をWord形式で作成し、令和8年度法
学部懸賞論文提出formsから提出してく
ださい。詳細は本学HP（二次元コード）で
ご確認ください。

問 法学会懸賞論文窓口（ law-kensyo@kokugakuin.
ac.jp）

大学からのお知らせ

大学院入学試験　令和9年度秋季試験日程

災害で被害に遭われた皆さまへ

令和9年度　大学院入学試験（秋季入試）

夏季休暇中の事務休止日
および事務取扱時間について

第10回「渋谷区長への施策提言コンペ」
の参加者を募集します

後期授業開始について

法学部学生懸賞論文を募集

研究科 課程 入試制度 専　攻 募集人員 願書受付期間 試験日・合格発表 手続期間

文 学

博士 
前期

一　般
神道学・宗教学 10名

8月24日㈪
～9月4日㈮

【試験日】 
10月3日㈯ 

（口述試験）
 

【合格発表】 
10月13日㈫

【一次手続】 
10月16日㈮～
10月23日㈮ 

 
【二次手続】 

令和9年
2月25日㈭～

3月4日㈭

文　学 15名
史　学 20名

外国人
神道学・宗教学 若干名

文　学 若干名
史　学 若干名

社会人
神道学・宗教学 若干名

文　学 若干名
史　学 若干名

学内成績選考
神道学・宗教学 若干名

文　学 若干名
史　学 若干名

法 学

一　般

法律学

5名

【試験日】 
9月18日㈮ 

（口述試験）
　 

【合格発表】 
9月25日㈮

【一次手続】 
9月29日㈫～
10月6日㈫ 

 
【二次手続】 

令和9年
2月25日㈭～

3月4日㈭

外国人 若干名
社会人 若干名

学内成績選考 若干名
学内論文選考 若干名

経済学

一　般

経済学

5名
外国人 若干名
社会人 若干名

学内推薦 若干名

OPEN CAMPUS 2026について
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　日本文化の体験や発信する機会とし
て、例年七夕の時期に合わせて行われ
ている「和装DAY」が、渋谷とたまプ
ラーザの両キャンパスで７月3日に開
催された。願いを込めた短冊が取り付
けられた笹

ささ
飾りや、学生らが手作りし

た風車、鮮やかな七夕飾りなどで彩ら
れたキャンパスでは、多くの学生が涼
しげな浴衣姿で過ごした。

■「和装WEEK」で演舞や演奏など披露
　渋谷キャンパスでは、７月１日から7
日にかけて「和装ＷＥＥＫ」として、 昼
休みに部会やサークルによる演舞や演
奏が行われ、青葉雅楽会による雅楽演
奏や全学応援団のリーダー公開、落語

研究会による七夕寄席などがキャンパ
スを盛り上げた。音楽研究会Inside 
Music Orchestraによる七夕ライブ
では、演奏者全員が浴衣姿で登場。多
くの学生や教職員が足を止めて演奏を
楽しみ、ソロパート部分ではひときわ
大きな拍手や歓声を上げた。

■浴衣姿で「国大の夏」を演出
　3日の「和装DAY」当日には、着付け
講習会も催され、大勢の学生が浴衣な
どの和装に身を包みキャンパスを行き
交った。体育連合会が提供する縁日コ
ーナーでは、射的やヨーヨー釣りなど
を楽しむ学生の姿が見られた。また、
学生イベント企画リーダーによる企画
が多数実施され、特別な一日を盛り上
げた。渋谷・たまプラーザの両キャン
パスではビンゴ大会を開催。教室が満
員になるほどの大勢の学生が参加した

ほか、渋谷キャンパスでは提灯の絵付
け体験なども実施された。
　藤澤紫・文学部教授による特別講座

「遊べる日本美術 特別編 江戸の夏・浮
世絵の夜〜星をめぐる物語〜」 も開講
され、一般参加者らが浴衣姿で受講す
る姿が見られた。
　浴衣を着て参加した4年生は「１限の
授業を受けてから、友人たちと浴衣に
着替えて縁日企画に参加した。最後の
和装DAYなので、目いっぱい楽しみた
い」と笑顔を見せた。

浴衣で彩る「和装DAY」
キャンパスで日本文化に触れる

　全日本学生柔道優勝大会（男子75回・女子35回）が6月27、28日に日本武道館で
開催され、国学院大学柔道部はベスト16となった。
　本大会は、体重無差別の7人による団体戦で行われ、全国から63大学が参加した。
同部は三回戦から登場し、初戦は愛知大学と対戦。3番手の五将・荒川琉正選手（健
体2）が上四方固めで一本勝ち、６番手の副将・林健成選手（健体4）も小外刈りで一
本勝ちを収め、2-0で勝利した。続く四回戦では東海大学と対戦し、力及ばず0-6で

敗れ、大会を終えた。
　7月12日に東京武道館（東京都足立区）で実施された令和8年度東京都ジュニア
柔道体重別選手権大会では男子90kg級の中村勇吾選手（経3）が見事優勝を果たし、
66kg級では宮部蓮匠選手（観まち2）が準優勝となり表彰台に上がった。この結果
として、両選手は9月13日にリプロ武道館（埼玉県上尾市）で実施される全日本ジュ
ニア柔道選手権大会へ出場する。

柔道部

全日本学生柔道優勝大会　ベスト16・
東京都ジュニア柔道体重別選手権大会で中村選手が優勝果たす

侍ジャパンに選ばれた藤本投手

　国学院大学硬式野球部の赤堀颯主将（経営4）と
藤本士生投手（経3）が、大学日本代表（侍ジャパン）
に選ばれた。両選手は7月10日から15日まで台湾・
台中で開催された「ワールド・カレッジ・ベースボー
ル・チャンピオンシップ」に出場した。
　赤堀主将は今年春の東都大学野球1部リーグ優
勝に貢献し、ベストナインに選ばれたほか、全日本
大学野球選手権大会では首位打者賞も獲得してい
る。藤本投手もリーグ戦で活躍し、同大会では全試
合に登板して好投した。

赤堀主将・藤本投手が
侍ジャパンに選出

　国学院大学硬式野球部は、６月8
日から14日に開催された全日本
大学野球選手権大会に出場した。
６月10日、トーナメントの2回戦
から登場した同部の初戦は、神奈
川大学野球連盟１部リーグを制し
て出場した横浜商科大学。序盤、
先発の藤本士生投手（経３）と相手
投手陣による粘りのピッチング
で、0-0のまま試合が進んだが、5
回の攻撃で石野蓮授選手（経営3）、
花田悠月選手（神文2）、佐藤大空選
手（経4）、赤堀颯主将（経営4）の連
打によって一挙６点を先制する
と、7回にはさらに３点を追加。東
都大学野球リーグでの好調を維持
する選手たちの活躍により、9-0と
なりコールド勝利を収めた。
　６月11日はベスト4をかけて、
北東北大学野球連盟の優勝校であ
る富士大学と対戦。2回に2点を先
制され追う展開となる中、5回に赤
堀主将の適時打で1点を返し、8回

に石野選手が2ラン本塁打を放ち、
逆転。前日の先発からリリーフに
まわった藤本投手がおさえて勝利
に導いた。６月13日の準決勝では
関西学生野球連盟1部優勝の関西
大学と対戦。2回に連打を浴び、2
点を先制されて以降、一進一退の
攻防が続く中で、7回に赤堀主将の
ソロ本塁打、8回の石野選手の適時
打で同点に追いつくも、本試合で
もリリーフに立った藤本投手が打
ち崩されサヨナラ負けを喫した。
惜しくも決勝戦進出はかなわな
かった。
　なお、赤堀主将が同大会で12打
数7安打、打率.583で首位打者賞

を受賞。「新・国学院」をスローガ
ンに掲げて進化を遂げた本学野球
部を象徴する結果を残した。

全日本大学野球選手権大会
第75回記念大会　ベスト4

硬式野球部

　このような賞をいただけたのは、仲間、そして応援してくださる皆さま
の支えがあったからだと確信しています。野球は良い打球でも正面を突
けばアウトになることもある競技だからこそ、日々の積み重ねが結果につ
ながると感じています。どんな場面でも結果を必然に変えられる人間に
なれるよう努力し、秋の日本一に向けて精進して参ります。

─── 赤堀主将のコメント ───

首位打者賞を獲得した赤堀主将




